
事業区域を取り囲む形で地下水
を継続的にモニタリング。
地下水の状態を把握しながら
工事を進めている。
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■ 主な地下水保全策

対
策

親杭横矢板壁

31.5m
35.5m

事業区域内の
既往最高地下水位
（2020/7/26）

No.7の現在の地下水位
（2025/2/19）

基礎底盤との離隔

31.54m

35.05m

28.904m

26.38m

＜自動計測機＞

杭を設けない直接基礎を採用し、
地下水位との離隔を確保

対
策

汚濁水が発生しにくい、
工法や工材を採用

対
策

H鋼材周囲の埋め戻しに、セメントで
はなく、砂を使用

三島駅南口東街区市街地再開発事業 地下水保全策に係る現場見学会
（ R7.2.20）
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本事業における地下水保全策や地下水モニタリングの結果の詳細については、
「三島駅南口周辺開発地下水対策検討委員会」の資料でご確認いただけます。

※調査を終了している箇所もあります。


